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全人口の 7 割以上が単純ヘルペスウイルス(HSV)に感染していると言われるが、その大

部分は症状があらわれない不顕性感染である。既存の抗 HSV 剤はウイルス増殖期を標的

とするので、潜伏感染しているウイルスには全く効果がない。再発を何度も繰り返す患

者への QOL への影響が問題となっている。以前から、HSV 感染は認知症(AD)の大きなリス

ク因子であるとされてきた(Lancet 349, 241 (1997))が、最近、HSV 感染と AD 発症につ

いて、議論が続いている(Front. Aging Neurosci. 19, 324(2018))。しかしながら、ほ

とんどの報告は疫学研究の域にとどまっており、実際に HSV 感染がどのような分子メカ

ニズムよって AD 病態に影響を与えているのかは、ほぼ未解明の状態である。本研究で

は、HSV の潜伏感染は AD 発症を早める重要な因子の 1 つになり得るとの仮説のもとに、

次世代型 AD モデルマウス、単純 HSV 持続および再活性化モデルなどの最新の病態モデ

ル動物を組み合わせて解析を行い、仮説の信憑性を明らかにすると共に、機構の背景に

ある分子基盤を明らかにすることを目的とする(図 1)。既に本共同研究はスタートして

おり、2年前に本申請者の長年の共同研究者である理研・西道隆臣博士らが開発した次世

代型 AD モデルマウスである AppNL-GF/NL-GF を受入研究室に導入したので、このモデルマウス

に HSV を脳内接種した後に脳の病態解析を行ったところ、コントロールの AppNL-GF/NL-GF を

に比べて AD 病態が顕著に変化していることからさらに解析を続けている。 

また、本申請者が主体で進めていた AD の増悪モデルマウスについても共同で解析を進

め、論文化することが出来た 1。 
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